
HUB ~新しい観光の拠点~ 

観光班 

M2 今野幸恵 

M1 齊藤悠司 

 B4 小松崎陵太 

B4 横尾拓実 





観光客の動きは、伊豆長岡駅と目的地の往復で終わってしまうことが多く、 

複数の観光地を巡る等の回遊性が少ない。 

資源同士の繋がりがなく、生かされていない観光資源がある。 

伊豆長岡駅の現状 

活かされていない観光資源 



伊豆の国の魅力を発信することで、 

伊豆長岡駅がまちの魅力と魅力を繋げる結節点、 

つまり観光のHUB〈ハブ〉の役割を持つことを目指す 

HUB〈ハブ〉  ～新しい観光の拠点～ 



〈地域の縮図〉  

 伊豆の国の多様な魅力を、様々な形で表現する駅 

（具体案）コンシェルジュの設置 

面白そう でもなかなか気づけない

情報もある

コンシェルジュが普段なかなか

知れない情報を積極的に提供

方針① 



（具体案）農家カフェ… 地元で取れた農作物・果物を使った料理を提供する 

〈地域の縮図〉  

 伊豆の国の多様な魅力を、様々な形で表現する駅 

方針① 



地元住民による観光情報発信への参加・貢献 

（具体案）観光アピール映像作品制作への住民参加 

〈地域の縮図〉  

 伊豆の国の多様な魅力を、様々な形で表現する駅 

方針① 



〈観光地の窓口にふさわしい駅〉 

 魅力を発信する場であると同時に、賑わいの生まれる空間 

（具体案）温泉のまちの窓口としての足湯と一体になった広場 

方針② 



〈様々な活動が風景となる〉  

 様々な人々の活動が賑わいと新しい魅力を生み出す 

方針③ 



伊豆長岡駅の空間イメージ 

Cafe 

駅務室 

足湯 

レンタサイクル 
    拠点 

コンシェルジュの拠点 

ホーム 



農家が直接卸す新鮮野菜 

コンシェルジュから 
観光ルート等を教えてもらう 

１つの大きな空間の中に様々な動きをする人々 

観光情報を得たら、すぐにバスや自転車で街へ出掛けられる 

地元野菜を使った 
農家考案料理の提供 

観光案内ボード 

食事をしながら 
様々な情報を教えてもらえる 

足湯に浸かりながら 
資料を見たり、食事をしたり… 

地元住民と協働で制作した映像による情報発信 

「複合」 

伊豆長岡駅の空間イメージ 



観光企画のイメージ 

テーマ等を設定し、複数箇所の資源を巡るプランを企画する 



（例）1000年のロマン寺社巡り 

願成就院＋周辺寺社＋駅売店割引スタンプラリー 

観光企画のイメージ 

テーマ等を設定し、複数箇所の資源を巡るプランを企画する 

駅売店割引特典付きのスタンプラリーによって、 
駅に再び戻ってきてもらう 

農家カフェ＋観光農園＋田園風景＋サイクリング 

（例）農と食と田園風景を楽しむサイクリング 


